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世
界
に
も
例
を
み
な
い
悪
法
、
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
３

ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
国
民
の
怒

り
は
日
ま
し
に
高
ま
り
、
与
党
の
中

で
さ
え
「
こ
の
制
度
は
ま
ず
い
」「
改

め
る
べ
き
だ
」
と
発
言
す
る
者
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
悪
法
は
廃

止
す
る
以
外
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
、
こ
の
制
度
に
組
み
込
ま
れ

2008年秋のウォークラリーのお知らせ
～今度は「馬込文士村」でオリエンテーリング～

　大田区馬込山王地区には大正から昭和初期にかけて多くの芸術家・作家が住み、互いに交
流していました。現在は住居跡に解説板が設置されています。今回のウォークラリーは、地
図を片手にその案内板を時間内にいくつ回れるかをグループごとに競う「オリエンテーリン
グ」形式で行いたいと思います。「オリエンテーリングはちょっと」という方には、モデルコー
ス（こちらは従来どおりガイドと一緒に歩きます）も用意します。もちろん今回も体脂肪測
定と好評ガイドブック付きです。

日　　時　　9月14日（日）午前9時30分集合（10時出発→ゴール14時ころ）
集合場所　　ＪＲ大森駅東口エスカレーター下 プリモ前（保健生協のぼり旗）
参 加 費　　500円（行事保険・資料代）昼食は各自でご用意ください。
コ ー ス　　ＪＲ大森駅西口→（オリエンテーリングまたはモデルコース）→西馬込駅（予定）
参加申込　　9月5日（金）　グループでの参加大歓迎です。

城南保健生協　秋のウォークラリー係（野口）
TEL　3762－0266（平日午前10時から午後5時）　FAX　3762－0239

て
い
ま
す
。
妻
は
74
歳
な
の
で
国
民

健
康
保
険
に
残
っ
て
い
ま
す
。
最

近
、
国
保
の
納
入
書
が
届
き
ま
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
納
入
書

に
は
医
療
分
保
険
料
と
は
別
に
後
期

高
齢
者
支
援
金
の
合
計
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
妻
は
私
の
扶
養
家
族
で
あ

り
、
こ
の
保
険
料
も
私
の
銀
行
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
結
局
私

は
、
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
を

払
い
、
そ
の
う
え
支
援
金
ま
で
支
払

わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
来
、
健
康
保
険
制
度
は
被
保
険

者
は
収
入
や
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

を
払
い
、
医
療
給
付
は
全
被
保
険
者

が
疾
病
に
応
じ
て
平
等
に
給
付
を
受

け
る
互
助
制
度
で
す
。
従
っ
て
、
保

険
料
と
給
付
金
と
の
差
は
人
に
よ
っ

て
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
各

人
の
保
険
料
に
医
療
分
と
支
援
金

と
分
け
て
請
求
す
る
の
は
ま
っ
た
く

合
理
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
措

置
は
、
意
図
的
な
も
の
で
高
齢
者
を

他
の
世
代
と
の
対
立
を
深
め
、
こ
の

悪
法
を
押
し
つ
け
る
姑
息
な
手
段
で

す
。

　

自
民
党
政
府
は
長
年
に
わ
た
り
、

大
企
業
や
大
金
持
ち
に
は
減
税
を
し

軍
事
費
や
大
企
業
中
心
の
公
共
事
業

を
増
や
す
一
方
、
国
民
生
活
を
圧
迫

し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
社
会
保

障
に
は
国
の
金
を
使
わ
せ
な
い
方
針

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
小
泉
内
閣
と

そ
の
後
の
政
府
の
い
わ
ゆ
る
骨
太
政

策
（
財
政
運
営
）
は
こ
れ
に
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。
郵
政
民
営
化
、
福

祉
、
労
働
、
教
育
等
へ
企
業
の
参
入

を
認
め
、
儲
け
の
手
段
に
変
え
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
介
護
事
業
で
の
コ

ム
ス
ン
、
労
働
派
遣
事
業
の
グ
ッ
ド

ウ
ィ
ル
（
両
者
は
同
じ
資
本
）
の
破

綻
で
悪
質
さ
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
医
療
制
度
も
同
じ
根
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
議
院
で
日
本
共
産
党
の
小
池
議

員
の
質
問
に
桝
添
厚
相
は
、
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
の
特
性
と
し
て
、

①
治
療
の
長
期
化
、
複
数
疾
患
の
罹

患
、
②
多
く
に
認
知
症
の
問
題
が
見

ら
れ
る
（
私
の
独
白
、
浮
い
た
50

万
件
の
年
金
は
一
人
残
ら
ず
解
決
す

る
と
豪
語
し
、
実
行
も
で
き
な
い
大

臣
よ
り
も
、
私
の
方
が
頭
脳
は
明
晰

だ
）、
③
い
ず
れ
避
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
死
を
迎
え
る
（
大
き
な
お
世

話
だ
）
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
制
度
は
、
国
の
支

出
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
、
高
齢

者
へ
の
敬
愛
の
念
は
一
片
も
な
く
、

尊
厳
す
ら
踏
み
に
じ
る
も
の
で
、
認

め
る
こ
と
は
断
じ
て
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
も

許
せ
ま
せ
ん
が
、
大
田
、
品
川
で
は

10
月
分
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
７

月
に
納
付
書
が
送
ら
れ
、
７
〜
９
の

３
ヵ
月
で
４
〜
９
月
の
６
ヵ
月
分
を

払
え
と
い
う
の
で
す
。
低
所
得
者
に

と
っ
て
は
大
変
な
負
担
で
す
。
い
ま

ま
で
保
険
料
の
額
す
ら
通
知
せ
ず
、

役
所
の
都
合
で
の
今
回
の
徴
収
は
許

せ
ま
せ
ん
。
大
田
区
で
は
議
会
答
弁

で
年
内
の
延
納
を
認
め
る
と
答
弁
し

　

７
月
12
日
㈯
今
年
一
番
の
猛
暑
の

中
、
城
南
３
法
人
で
駅
頭
宣
伝
・
署

名
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

り
く
み
は
、
看
護
師
増
員
・
看
護
労

働
改
善
を
実
効
の
あ
る
内
容
に
さ
せ

る
た
め
の
「
看
護
署
名
」
と
、
継
続

審
議
に
な
っ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

法
案
」
を
次
期
国
会
で
な
ん
と
し
て
も
可
決
さ

せ
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、地
域
の
方
々
も
含
め
32
人
が
参
加
。

看
護
師
さ
ん
た
ち
が
、
現
場
の
大
変
な
状
況
を

順
番
に
弁
士
と
な
っ
て
訴
え
ま
し
た
。
２
時
〜

３
時
の
１
時
間
の
行
動
で
し
た
が
、
後
期
高
齢

者
署
名
50
筆
、
看
護
師
増
員
署
名
72
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
運
動
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

第24回大田・品川健康まつり
第１回実行委員会を開催し日程、
会場などを確認!!　　　　　　　

　今年の健康まつりは10月26日（日）
　丸子橋緑地に決定
　今年も、楽しく、みなさんに参加していただけ
るような「まつり」にしていきたいと話し合いを
すすめています。ぜひ、今から予定を入れておい
てくだい。

看護師を増やせ～　カシャ !!

産直野菜など模擬店もたくさん（昨年の健康まつり）

高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
に
!!

7月12日
看護師増員・看護労働改善！
後期高齢者医療制度廃止！
蒲田駅頭宣伝・署名行動

怒りの総行動には100人以上が参加（7月16日・蒲田駅東口）

て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と

で
す
。
本
来
な
ら
ば
納
付

書
発
送
ま
で
の
３
ヵ
月
の

保
険
料
は
無
料
に
す
べ
き

で
す
。
大
田
区
で
も
区
に

む
け
て
の
運
動
が
お
こ
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
医

療
制
度
廃
止
に
む
け
て
運

動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
相
談
役
・
池
山
鉄
夫
）




